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2022年2月18日 

各 位 

 

会 社 名 株式会社デジタルハーツホールディングス 

代表者名 
代表取締役社長  C E O      二 宮  康 真 

( コ ー ド 番 号 ： 3 6 7 6 東 証 第 一 部 ) 

問合せ先 
取 締 役 副 社 長  C F O  筑 紫  敏 矢 

 ( T  E  L ： 0 3 - 3 3 7 3 - 0 0 8 1 ) 

 

株式会社 CEGB の株式取得(連結子会社化)に関するお知らせ 
 

当社は、本日開催の取締役会において、株式会社 CEGB（以下、「CEGB」）の全株式を取得し、子会社化するこ

とを決議いたしましたので、下記のとおり、お知らせいたします。 

 

記 

 

1. 株式取得の理由 

当社グループは現在、エンタープライズシステムの不具合を検出するシステムテスト事業の拡大に注力してお

り、当社グループの人材プールを活かしたマニュアルテストやテスト自動化支援、セキュリティテストといった

様々なサービスを提供することで、ソフトウェアの“品質向上”を総合的に支援しております。なかでも ERP(※)

領域においては、SAP 社のサービスパートナーとして、SAP に特化した影響分析ツール「Panaya」やテスト自動

化ツール「Worksoft」等を活用した SAP向け総合テストソリューションを提供することで、顧客企業における SAP

の導入・運用支援を行っています。 

昨今、従来型の SAP ERP の標準保守期間が 2027年末に終了すること(以下、「2027年問題」)を背景に、その

後継製品である「SAP S/4HANA®」へ移行を進める企業が増加するなど、SAPに関連した需要が急増しております。

このため、当社グループでは、SAP 向け総合テストソリューションをさらに強化するとともに、SAP のコンバー

ジョンにおけるコンサルティングから影響分析、カスタマイズ、運営、アップグレードまで、顧客ニーズに柔軟

に対応した幅広いサービスを提供できる体制を構築することを目的に、この度 CEGB を子会社化することといた

しました。 

CEGB は、2005年に創業した SAP の導入及び運用コンサルティングを行う企業であり、経験豊かな PM（プロジ

ェクトマネージャー）のリードのもと、これまで数多くの SAP 導入プロジェクトを実施するなど、豊富な実績と

ノウハウを有しております。具体的には、インドを含むパートナー企業との連携等を通じ、様々な業種業態の SAP

導入・運用を直接支援するとともに、中小企業向けのクラウド型 ERP「SAP Business ByDesign」の導入にも携わ

るなど、お客様のビジネスパートナーとして、「SAP ERP」を駆使した創造的革新を推進してきました。また、

SAPエンジニアの育成にも注力しており、社員の約 60％が SAPの認定資格を有するなど、外国籍を含む専門的な

知見を有するエンジニアが多数在籍しております。 

この度、当社グループに CEGB が新たに加わることにより、当社グループが有する ERP 領域での自動化ノウハ

ウや「Panaya」「Worksoft」といったツールを活用したテストソリューションと CEGB が有する SAP 専門エンジ

ニア及び豊富な知見を融合し、SAP事業におけるケイパビリティを拡大することで、SAPの 2027年問題に課題を

持つユーザー企業へのソリューションの提供を目指して参ります。 

 

※ ERP(Enterprise Resources Planning)…統合基幹業務システムのこと 
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2. 異動する子会社の概要 

(1) 名 称 株式会社 CEGB 

(2) 所 在 地 東京都港区芝 5丁目 29番 20号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 芹澤 徹雄 

(4) 事 業 内 容 SAPの導入及び運用コンサルティング、システム開発支援等 

(5) 資 本 金 15百万円 

(6) 設 立 年 月 日 2005年 11月 9日 

(7) 大株主及び持株比率 芹澤 徹雄 100％ 

(8) 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありま

せん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係

者及び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はありませ

ん。 

人 的 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありま

せん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係

者及び関係会社の間には、特筆すべき人的関係はありませ

ん。 

取 引 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はありま

せん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係

者及び関係会社の間には、特筆すべき取引関係はありませ

ん。 

※ 本件は東京証券取引所の定める適時開示基準に該当しないため、当該会社の最近 3 年間の経営成績及び財政 

状態の記載を省略しております。 

 

3. 取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

(1) 異動前の所有株式数 

0株 

（議決権の数：0個） 

（議決権所有割合：0％） 

(2) 取 得 株 式 数 
300株 

（議決権の数：300個） 

(3) 
異 動 後 の 

所 有 株 式 数 

300株 

（議決権の数：300個） 

（議決権所有割合：100％） 

※ 本件は東京証券取引所の定める適時開示基準に該当しないため、取得価額は非公開とさせていただきますが、

第三者機関によるデューデリジェンスを参考にした公正な方法で算出した金額にて取得しております。 

 

4. 日程 

(1) 取 締 役 会 決 議 ：2022年 2月 18日 

(2) 株 式 譲 渡 契 約 日 ：2022年 2月 18日 

(3) 株 式 引 渡 期 日 ：2022年 3月 31日（予定） 

 

5. 今後の見通し 

 当社の 2022年 3月期の業績に与える影響は軽微であると見込んでおりますが、今後業績予想修正の必要 

性及び公表すべき事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


